
⾯的開発       （     ） 事例 

 
１．愛知県⽥原市       事例 

三河⽥原駅 隣接  駅前拠点開発（約 1,940 ㎡）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ララグランの広域位置図 
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２．ララグランの整備内容 
⽥原市の中⼼市街地と渥美半島全体の活性化を⽬的にした駅前開発。 
 

事業の⽬的 
1 渥美半島産の安⼼・安全・新鮮な⾷を提供する『商業施設』 
2 ⽥原らしさを感じ、訪れた⼈が憩える空間を提供する『まちなか広場』 
3 ⼦育 世代 交流   場 提供 発信   親⼦交流施設  

 
○事業名 
 三河⽥原駅前⼯場跡地活⽤事業 
 
○跡地施設全体総称 
 LaLaGran（ララグラン） ※  ＝夢⾒⼼地            グラン＝素晴らしい からの造語 
 
○事業施設 
 ◎エリアマネジメント： 株式会社あつまるタウン⽥原 
 ◎商業施設＝渥美半島産の安⼼・安全・新鮮な⾷の提供【事業主体: 株式会社あつまるタウン⽥原】 
 ◎まちなか広場＝⽥原らしさを感じ、訪れた⼈が憩える空間の提供【事業主体:⽥原市】 
 ◎親⼦交流施設＝⼦育 世代 交流   場 提供 発信 事業主体:⽥原市】 
 
○開業スケジュール 
 ◎平成 30 年 6 ⽉ 3 ⽇（⽇曜⽇） ※商業施設、まちなか広場 
 ◎平成 31 年春頃予定 ※親⼦交流施設 
 
株式会社あつまるタウン⽥原とは 
出資：⽥原市 50%（5,000 万）、商⼯会 1%（100 万）、企業 31%（3,100 万）、商店主

11.5%（1,150 万）、個⼈ 6.5%（650 万） 
事業内容：       （商業施設） 運営 蔵王⼭展望台 運営 公営駐⾞場 運営 
体制：従業員は３名＋パート２名 

 
整備 裏話 
・エリア全体を株式会社       ⽥原 整備    収⽀ 成 ⽴   可能性 ⾼ 、⾏政  連携    

まちなか広場は⽥原市が整備し、株式会社あつまるタウン⽥原  商業施設部分 敷地 駐⾞場 敷地   
借りている。地代は、固定資産税相当まで減免してもらっている。 

・テナント募集は、公募したものの、応募者は皆無であった。そのため、株式会社あつまるタウン⽥原のタウンマネージ
    近隣 事業者 声         集   ⽥原市 事業者 参⼊    理想   現実的   
豊橋市の事業者が参⼊している。 

 










